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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年8月21日(2008.8.21)

【公開番号】特開2007-25593(P2007-25593A)
【公開日】平成19年2月1日(2007.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-004
【出願番号】特願2005-211680(P2005-211680)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年7月8日(2008.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潜像担持体上に形成された潜像を現像剤により現像し、可視化するための現像装置に用
いられる現像剤担持体であって、
　基体と該基体上に形成されてなる樹脂被覆層とを有し、
　該樹脂被覆層は、正帯電性樹脂およびカーボンブラックを含有し、かつ、該樹脂被覆層
のＸ線回折から得られる黒鉛（００２）の面間隔ｄ（００２）が０．３３７０ｎｍ～０．
３４５０ｎｍであることを特徴とする現像剤担持体。
【請求項２】
　前記正帯電性樹脂が、アミノ樹脂であることを特徴とする請求項１に記載の現像剤担持
体。
【請求項３】
　前記カーボンブラックが、Ｘ線回折法により求めた黒鉛（００２）面の面間隔ｄ（００
２）が０．３３７０ｎｍ～０．３４５０ｎｍである黒鉛化カーボンブラックであることを
特徴とする請求項１または２に記載の現像剤担持体。
【請求項４】
　前記カーボンブラックのＤＢＰ吸油量が、５０ｍｌ／１００ｇ～２００ｍｌ／１００ｇ
であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の現像剤担持体。
【請求項５】
　前記カーボンブラックの一次粒径が、１０ｎｍ～１００ｎｍであることを特徴とする請
求項１～４のいずれか１項に記載の現像剤担持体。
【請求項６】
　現像容器、現像剤担持体および該現像剤担持体上に担持される現像剤の層厚を規制する
ための現像剤層厚規制部材を有する現像装置であって、
　該現像剤担持体が、請求項1～５のいずれか１項に記載の現像剤担持体であることを特
徴とする現像装置。
【請求項７】
　前記現像容器が現像剤を含み、該現像剤が負帯電性の現像剤であることを特徴とする請
求項６に記載の現像装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
（１）潜像担持体上に形成された潜像を現像剤により現像し、可視化するための現像装置
に用いられる現像剤担持体であって、
　基体と該基体上に形成されてなる樹脂被覆層とを有し、
　該樹脂被覆層は、正帯電性樹脂およびカーボンブラックを含有し、かつ、該樹脂被覆層
のＸ線回折から得られる黒鉛（００２）の面間隔ｄ（００２）が０．３３７０ｎｍ～０．
３４５０ｎｍであることを特徴とする現像剤担持体。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
（２）前記正帯電性樹脂が、アミノ樹脂である上記（１）の現像剤担持体。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
（３）前記カーボンブラックが、Ｘ線回折法により求めた黒鉛（００２）面の面間隔ｄ（
００２）が０．３３７０ｎｍ～０．３４５０ｎｍである黒鉛化カーボンブラックである上
記（１）、（２）の現像剤担持体。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
（４）前記カーボンブラックのＤＢＰ吸油量が、５０ｍｌ／１００ｇ～２００ｍｌ／１０
０ｇである上記（１）～（３）の現像剤担持体。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
（５）前記カーボンブラックの一次粒径が、１０ｎｍ～１００ｎｍである上記（１）～（
４）の現像剤担持体。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
（６）現像容器、現像剤担持体および該現像剤担持体上に担持される現像剤の層厚を規制
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するための現像剤層厚規制部材を有する現像装置であって、該現像剤担持体が、上記（1
）～（５）の現像剤担持体であることを特徴とする現像装置。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
（７）前記現像容器が現像剤を含み、該現像剤が負帯電性の現像剤である上記（６）の現
像装置。


	header
	written-amendment

